
2024年度　杏林大学　前期理系　第１問

問題 キ の解答は該当する解答群の中から最も適当なものを一つ選べ。

原点を Oとする座標平面上に円 C : x2+ y2 = 10と直線 ` : y = ax¡ 4a+ 2がある。ただし，aは実数の定数と

する。

(1) 直線 `は，その傾き aの値によらず定点 F # ア ; イ ;を通る。
定数 aを変化させたとき，円 Cと接するような直線 `は 2本存在する。これらの直線と円 Cとの接点を P，

Qとすると，短い方の弧 PQの長さは

E

ウエ

オ
¼である。

(2) 直線 `が円 Cと異なる 2点で交わるとき，その交点を R，Sとする。

線分 RSの中点をMとすると，
¡!
OM ¢

¡!
FM = カ が成り立つ。定数 aを変化させたとき，点Mが描く軌

跡は，原点 Oを通り キ の一部である。

また，定数 aを変化させた場合に4ORSの面積が最大となるのは，原点と直線 `の距離が
E

ク であ

り，a =
ケ § コ

E

サ

シス
のときである。

キ の解答群

1 点 Fを焦点とする放物線 2 点 Fを中心とする円

3 線分 FOを直径とする円 4 線分 FOを一辺にもつ正三角形の外接円

5 点 Fを焦点の 1つとする楕円 6 線分 FOを長軸とする楕円

7 点 Fを焦点の 1つとする双曲線 8 2点 F，Oを頂点とする双曲線

(3) 点 T(u; v)を直線 `と楕円 E： x
2

10
+
y2

4
= 1の共有点とする。

¡!® = % u
B

10
; v
2
= ; ¡!¯ = (aB10; ¡2)とおくと，点 Tが直線 `上にあることから

¡!® ¢
¡!
¯ = セ a¡ ソ が成立する。また，点 Tが楕円 E上にあることから j¡!® j = タ がいえ

る。

¡j¡!® jj
¡!
¯ j · ¡!® ¢

¡!
¯ · j¡!® jj

¡!
¯ jより，直線 `と楕円 Eが共有点をもつ aの範囲は

チ · a ·
ツ

テ
とわかる。

a = チ のとき，直線 `は楕円 Eと点 # ト ; ナ ;で接し，直線 `が円 Cによって切り取ら
れる線分 RSの長さは ニ

E

ヌ である。
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